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建造物の鉄骨やパイプを線として見た時、線の

集合によってできる形態。そして、その内部に

できる小さな間隙。 

この二つはどちらも互いに主張・対比させるこ

とで相克の関係となり力強い存在となります。

「線と間隙の相克」その表現を作品から感じて

いただければ幸いです。 

 


